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	背景
	腫瘍抑制因子は、おそらく転写および転写後制御経路に関与しています。サイクリンD1/PRAD1発現の制御を介して細胞周期の進行に関与している可能性があります。腫瘍抑制因子は、おそらく転写および転写後制御経路に関与しています。サイクリンD1/PRAD1発現の制御を介して細胞周期の進行に関与している可能性があります。PAF1複合体（PAF1C）の構成要素であり、RNAポリメラーゼIIによる転写中に複数の機能を持ち、胚性幹細胞の多能性の発生と維持の制御に関与しています。PAF1Cは、POLR2A CTDの非リン酸化型および「Ser-2」および「Ser-5」がリン酸化されている型との相互作用を介してRNAポリメラーゼIIと関連し、転写伸長に関与し、TCEA1と独立して、または相乗的に作用し、DSIF複合体およびHTATSF1と協力しています。 PAF1CはHoxおよびWnt標的遺伝子の転写に必須である。PAF1Cは造血に関与し、KMT2A/MLL1の転写活性を刺激する。また、KMT2A/MLL1再構成がん性タンパク質（KMT2A/MLL1-MLLT3/AF9、KMT2A/MLL1-MLLT1/ENLなど）との関連を通じて白血病誘発を促進する。PAF1Cは、ヒストンH2Bのユビキチン化やヒストンH3の「Lys-4」（H3K4me3）のメチル化などのヒストン修飾に関与する。PAF1Cは、RNF20/40 E3ユビキチンタンパク質リガーゼ複合体とE2酵素UBE2AまたはUBE2Bをクロマチンにリクルートし、ヒストンH2Bの「Lys-120」（H2BK120ub1）のモノユビキチン化を媒介する。 UB2A/Bを介したH2Bユビキチン化は転写と共役していると考えられています。PAF1Cは、おそらく切断因子およびポリA因子との関連を介してmRNAの3'末端形成に関与しています。インフルエンザA株H3N2に感染した場合、PAF1CはウイルスのNS1タンパク質と結合し、遺伝子転写を制御します。PAF1Cは、切断・ポリアデニル化特異性因子（CPSF）複合体、切断刺激因子（CSTF）複合体、そしてWntシグナル伝達と結合します。mRNA前駆体のポリアデニル化に関与しています。
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	293T 細胞溶解物中の HRPT2/CDC73 発現のウエスタンブロット解析。

